
530.　6.　1
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

　
市
で
は
、
平
和
事
業
と
し
て
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
と
長

崎
市
に
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
た

千
羽
鶴
を
毎
年
７
月
末
に
届
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
６
月　
日（
金
）ま
で
に

１５

い
た
だ
い
た
千
羽
鶴
を
７
月
３
日

（
火
）～　

日（
木
）に
、市
役
所
１

１９

階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
飾
り
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
千
羽
鶴
が

多
い
場
合
は
途
中
で
入
れ
替
え
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
お
願
い
】必
ず
糸
に
つ
な
い
だ

状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
糸
に

つ
な
が
れ
て
い
な

い
折
り
鶴
は
受
け

付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

　
【
そ
の
他
】折
り

紙
が
必
要
な
方
は
、

総
務
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
数
に

限
り
が
あ
り
ま

す
）
　
詳
し
く
は
総
務

課
☎
４
７
０
・
７

７
１
４
へ
。

　
都
下
水
道
局
で
は
、
雨
期
に
向

か
う
６
月
を
「
浸
水
対
策
強
化
月

間
」
と
定
め
、
皆
さ
ん
に
浸
水
の

備
え
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
道

路
に
あ
る
雨
水
ま
す
や
側
溝
が
ふ

さ
が
っ
て
い
る
と
、
雨
水
が
雨
水

管
に
流
れ
込
ま
ず
、
浸
水
の
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
雨
水
ま
す
や

側
溝
に
ご
み
を
入
れ
た
り
、
上
に

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
（h

ttp://tokyo-ame.jwa.or.jp/

）」で
、

降
雨
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
施
設
建
設
課
下
水
道

計
画
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
５
８

へ
。

　
落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
を
散
策

し
て
水
と
地
形
を
学
び
ま
す
。
水

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
淳
司
氏

に
よ
る
流
域
か
ら
考
え
る
水
の
話
、

水
の
つ
な
が
り
を
体
感
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

主
催
は
都
環
境
局
。

　
【
日
時
】
６
月　
日
（
土
）
午
前

２３

９
時
半
（
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
集

合
）
～
午
後
０
時
半

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

５０

場
合
は
抽
選
）

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
水
）

１３

ま
で
に
、
イ
ベ
ン
ト
名
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
住
所
・
電

話
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
の
上
、
東
京
都
環
境
公
社
連
携

推
進
担
当
係
宛
て
フ
ァ
ク
ス
（
０

３
・
３
６
９
９
・
１
４
０
９
）
で

送
信
ま
た
は
同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://www.tokyokankyo.

jp/

）
か
ら
申
し
込
み
を
。

　
詳
し
く
は
同
公
社
☎
０
３
・
３

６
４
４
・
８
８
８
６
へ
。

　
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い

よ
う
な
対
策
が
必
要
で
す
。

蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　
【
幼
虫
対
策
】不
要
な
水
た
ま
り

を
な
く
す
（
例
＝
植
木
鉢
の
受
け

皿
、
空
き
缶
）

　
【
成
虫
対
策
】草
む
ら
や
、や
ぶ

は
定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る
▼
刺

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
長
袖
の
着
用

や
必
要
に
応
じ
て  
忌 
避  
剤
（
虫

き
ひ

よ
け
剤
）
を
活
用
す
る
。
ま
た
、

都
で
は
６
月
を
「
蚊
の
発
生
防
止

強
化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
玄
関
や
駐
車
場
と
道
路
の
段
差

を
解
消
す
る
た
め
、
段
差
解
消
ブ

ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど
を
道
路
上
に

設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
歩
行
者
な

ど
が
転
倒
す
る
事
故
の
原
因
と
な

り
、
設
置
者
の
責
任
も
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
の

日
に
は
雨
水
の
流
れ
を
止
め
て
し

ま
い
道
路
の
排
水
機
能
を
損
ね
る

こ
と
に
も
な
り
、
道
路
法
上
の
禁

止
行
為
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
と
の
段
差
を
解
消
す
る
に

は
、
切
り
下
げ
工
事
（
申
請
が
必

要
で
す
。
工
事
費
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
）
を
す
る
な
ど
、
適
切

な
方
法
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
道
路
・
河
川

施
設
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
６
７

へ
。

　
市
で
は
、
多
く
の
方
に
地
域
の

活
動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
（
観
光
、
地
域
の
ま
つ
り
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
）
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
、
参
加
を
促
す
こ
と
で
、

楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
め
、
参
加
者
の
日
常
活
動
量

を
増
や
し
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
元

気
な
ま
ち
「
東
久
留
米
」
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
認
定
さ
れ
る

と
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
携
わ
る

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
広

く
周
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
産
業
政
策
課
（
市

役
所
６
階
）、健
康
課（
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
内
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.city.higashiku

rume.lg.jp/1007337/1009157.
html

）
ま
た
は
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
取
得
で
き
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
団
体
の
役
員
名

簿
、
団
体
の
会
則
、
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
書
な
ど
事
業
の
概
要
が
把
握

で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
、
産
業

政
策
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
振
興
企
画
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

「発見WALK
WALK東久留米」
地域のイベント
募集ページの
QRコード

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
　
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に
降

っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地
下

水
を
蓄
え
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
　
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

既
存
住
宅
へ
の
設
置
に
は
設
置 

補
助
金
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
希
望
す
る
方
は
、
市
指
定
下
水

道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

▼

昨
年
の
展
示
の
様
子

単粒度砕石 透水シート

▼

雨
水
浸
透
ま
す
の
構
造

　
６
月
９
日
（
土
）・　

日
（
日
）

１０

に
開
催
の
「　
回
東
久
留
米
市
環

２２

境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
）
で
、
次
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭

で
余
っ
て
い
る
食
べ
物
を
持
ち
寄

り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
に
寄
付

す
る
活
動
で
す
。
食
べ
き
れ
な
い

食
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
集
ま
っ
た
食
品
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
（
セ
カ
ン
ド
ハ

ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
）
に
寄
付
し
、

同
団
体
か
ら
食
事
に
困
っ
て
い
る

方
へ
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
【
対
象
食
品
】缶
詰
、レ
ト
ル
ト・

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
パ
ス
タ
な

ど
の
乾
物
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
嗜

好
品
、
調
味
料

　
【
ご
注
意
】次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
対
象
食
品
に
限
り
受
け
取
れ

ま
す
。
▼
未
開
封
で
包
装
や
外
装

が
破
損
し
て
い
な
い
▼
賞
味
期
限

が
１
カ
月
以
上
残
っ
て
い
る
▼
生

鮮
食
品
で
な
い
▼
瓶
詰
食
品
で
な

い
▼
包
装
や
外
装
を
他
の
物
に
移

し
替
え
て
い
な
い
（
米
を
除
く
）

　
【
そ
の
他
】お
持
ち
た
だ
い
た
食

品
を
確
認
し
、
状
態
に
よ
っ
て
は

受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！ 

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
す
る
メ
ダ
ル
を
、

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
使
わ
な
く
な

っ
た
携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
金
属

で
製
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
そ
れ
ら
の
機
器

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
分
別

回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

２９
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収

集
量
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
量
（
持
ち
込
み
ご
み
を
含

む
）
は
、
前
年
度
に
対
し
て
燃
や

せ
る
ご
み
が
１
０
３
４
㌧
（
マ
イ

ナ
ス
４
・
９
％
）
の
減
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
が
１
２
８

㌧
（
５
・
５
％
）
の
増
、
資
源
ご

み
の
う
ち
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
２
０
９
㌧
（　
・
７
％
）
の

１３

増
と
な
り
、
最
終
処
分
場
へ
の
搬

入
量
は
１
１
７
㌧（
マ
イ
ナ
ス
４・

１
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
（
下

表
参
照
）。

　
　
年
度
は
小
型
廃
家
電
類
を
除

２９
く
全
品
目
の
戸
別
収
集
を
開
始
し
、

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

有
料
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

０
・
７
７
５
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

雨水浸透
ます

雨

雨どい

建物雨どい

地面

▼

雨
水
浸
透
ま
す
の
仕
組
み

２
０
１
８
東
久
留
米
市
平
和
事

２
０
１
８
東
久
留
米
市
平
和
事
業業

～
平
和
へ
の
願
い
を
込
め

～
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
てて

千
羽
鶴
を
作
り
ま
せ
ん
か

千
羽
鶴
を
作
り
ま
せ
ん
か
～～

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」
事
業

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」
事
業
にに

ご
協
力
い
た
だ
け

ご
協
力
い
た
だ
け
るる

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま
すす

段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

蚊
の
発
生
防
止
に
つ
い
て

「
水
の
め
ぐ
り
～
東
京
の
湧
き
水
か
ら

考
え
る
水
循
環
」

都
民
向
け
環
境
学
習
講
座

「
浸
水
へ
の
備
え
」
を

お
願
い
し
ま
す

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

宅
地
内
の「
雨
水
浸
透
ま
す
」の
設
置
に
ご
協
力
を

食
品
ロ
ス
削
減
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

食
品
ロ
ス
削
減
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」・・

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
のの

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま

メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
すす

　

年
度
の
廃
棄
物
の
排
出
・

２９処
理
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

２９年度　廃棄物の排出量および処理量（単位：トン）
前年度比２９年度

△４.９％△１,０３４２万１６９燃やせるごみ　※

排
出
量

５.５％１２８２,４４７燃やせないごみ・粗大ごみ
（有害含む）　 ※

１０.９％
１３.７％

６６６
２０９

６,７５８
１,７３９

資源ごみ（行政回収）
うち容器包装プラスチック

△４.７％△１４２２,８９５資源ごみ（集団回収）

△１.２％△３８２３万２,２６９合計

△６.１％△２７４１６燃やせないごみ・粗大ごみ
資
源
化
量

５.５１％
１３.１％

５０４
１９６

９,６５３
１,６８９

資源ごみ（行政回収、集団回収）
うち容器包装プラスチック

５.０％４７７１万６９合計

△４.１％△１１７２,７１８最終処分場搬入量（エコセメント化）

△はマイナス。※持ち込みごみを含みます。３０年４月１日現在。

ウ
オ
ー
ク
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オ
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ウ
オ
ー
ク
ウ
オ
ー
クク


